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東灘莱：交協會観瀾部月報

凹凹言翌月欄三二琶量　　（47）

言果　　　長　　　　　’」、　槙　　孝　　＝＝＝　E3

　九月目十月は天候には可成り悪まれた爲め，襯測は多い・稻垣，勝八幡，本田，吉

井，勝浦の諸君の活動は目寛まし．い・吉井君の一ケ刀31時間503個のレコ1ドも．驚く

べきものだ瓜同君が＋月のロカ・ら26日に漣練．6時間20分享鋸歯鍛98個の成績は，本観

測創設以來の新凸面と思はれる・　今回は新たに下記の襯編者を紹介する・

　　lli口書豊浦中品校　　　　　　梶　間　勇　一校

申國西部班の一員として活躍せられることになった．

流星蘇の出現櫃凋

　Iv　馬又者x流星君羊

　これは九刀下旬南来の勝浦君，東京市の稻二君，京都市の字野君ecよって認めら・れ

た流星群であるが，幽現の程度は著しいものでもなく，光度も：二三等程度以下のもの

であった・

　｛L　ジヤヲご二彗i星に闘齢する．龍座流星群．

　この流星群は10月9月夜学ヨ1ロツパ各地で大流星雨として襯測されたものである

が（天界152號70頁），本邦では全く見られてるないと）・つてよい・9日夜は本田君に

よって10日夜は古畑，稻颯勝，八幡，の諸君によって天空を注意されてるながら1

全くこの流星の認められなかった事は，大流星雨の出現が梅めて僅少の日寺門に起つた

現象であることを物語るものである・

　IH　十月下旬のオリオン及双子流星群

　吉井，勝浦，八幡，租垣，勝，本田の諸君によってよく総山されてるる・出現程度

は例年並のものである・前阿にも注意した事であるが，この附近に多くの副次的流星

群は認めら才してみる．
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　九月には魚座に，十刀には

羊座や牛座等に流星群を認め

られてみるが，著しい出現を

示すものはなかった・十刀下

旬に吉ジト耕一君によって獅子

座流星群の前騙が認められて

みるやうであるが，これは長

野縣の古畑君’の登見と比すべ

き功績であらう．

×　　　　× 〉く

　廣島縣の吉井君の七月中の

観測が月例報台後に途られ

たが，それによると11回延時

間1593：分，流星数280個とい

ふ勉強振りである・同君の七

二末鳥山中には水瓶座流星群

に騒するものが多撒あるが詳

細は省略する．

黄道光課より
現在の課員は下記の諸氏である・

　　氏　　名　　　　　　略符

　下保　茂　　Kh
金森丁壽　　　　K・
佐野英生（奮能勢）Sn

郎
二
彦
二
夫
信
一

治
七
壽
一
繁
實
榮

永
　
　
木

瀬
掛
井
々
田
井
部

廣
沓
竈
佐
窪
編
笹

H－LJ

I〈t

l〈m

Sa

Kb
Hlc

Sb

　住　　　所
札幌市豊雫町三ノ九

長野縣上水内郡面内束柱學校

山梨縣南巨毎郡下山村字杉llr深澤氏方

岐阜縣美濃町

長野縣小縣郡青木村村松

花山日交毫（名墾課員）

京都府心知山町内記五丁目

京都府囁知山町堀

大阪府池田町元新町

大阪府池田町室町九
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撫
B
田
h
趣
鎌
M
概
猫
瞭
貨
翫
翫

倉敷天文豪（課長）

兵庫縣赤穗郡相生町

鳥取縣八頭郡八東村

山口二三井町

山口県系長府田丁松ノ1、田五〇二（幹事）

鹿見島市鼓川町63

大分縣中津市一ツ松町六四Q

大分縣速見郡杵築町上町

毫北市永樂公學校

壼中市有明町二丁目一番地
愛矢ロ県門厘憲矢肛事「盲，三糸充言†凸言周査言果内

山口縣長府町八幡

山口唱長府手印内濱

　以上23名であって今回新た

に参加されたのはPt　｝）の3氏

である・寺町氏は三月分の報

告を途られ，既に締切り後で

あったNめに前回登表できな

かったが，西天6回の二二があ

る・新3氏今後の御活躍を諸氏

と共に期待したい．（前回中野

氏を今年初めての如く紹介し

たが氏は既に昨年九刀より親

旧されてをり只今N（，．9であ

る．全く幹事の不注意であっ

た・）

　次に黄道光封日照，光讐

に撮する記事の揚載されてるる文献を揚げる・

L天界■第12號　　245頁　　黄道光観測法（古川龍城）

　　　　第13號　　266頁　　封口照が見える

　　　　第15號　　37頁　　すばらい・黄道光の出現（山本博士）

　　　　第63號　　214頁　　札幌に於ける観測（米田氏）

　　　　第79號　420頁　。流星の話「の中（山本博士）
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第110號
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第117海

鼠119號
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第124二

丁127號
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rg　1・37號

第139號
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第145號
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第］47號

第149號
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観測月報欄報告は

黄道光附鉗口照及黄道光帯（小山秋雄）

黄道光観測法（荒木健見）・・…・課員必携

九月西天の黄道光，Cついて（荒木丁田）

黄道光課より會員諸氏へ（T・K・）

月による黄道光の観測（荒木健見）

i封日照の槻測（荒木健見）・…・・課員必携

黄道光課より（荒木）（幹部霧眞）

黄道光の象徴（野尻抱影）

黄道光會議

黄道光学議決議事項

米噸の黄道光課長より

黄道光の消長及攣動につ）・て（荒木健見）

臆，黄道光界の恩人Glanville師！

野日照の光度測定（GTエルヴィー）

南洋族行と黄道光（坂元鐵馬）

黄道光の研究號

　　　第109，　112，　125，　139，　140，　141，　142，　143，　］44，　145，　146，　147，　148，

　　　　149，工50，151，152の名≒號・

　　　其他の記事は

　　　第4，18，60，73，77，106，126，131，156，の各回

Lブレテジ

　　　第13，　66，　113，　121，　127，　141，　142，　】62，　164，　166，　167，　ユ68，　176，

　　　　179，　190，　208，　21Lt，　219，　2z77，　2．0，7，　？512，　25t，），　265，　27／3，　27，5，

　　　　以上の各部で一線の附してあるものは襯測登表である・

　L課蓮信■　（荒木課長登行）

　　　　第39號まで（1931，三，21－1933，十二，4）

　莫他倉敷天文i嚢五行小孟子

　　　　L封日照附黄道光帯■（小山秋雄）

　　　　花山急報　等以上・

　　　　　　　　x　　　　　　＞ぐ　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　4月の報告　　擬回数が絵り多くないので5，6刀とまとめて報告する豫定である，

　・槻測報吉は一ケ月分づXまとめて其翌月の上旬巾に幹事宛途られたし

　・花山の都合に依り，しばらく黄道星圖及び報告用紙共幹事宛講求されたし・　（途

　　料封入に及ばず）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1934，五・3）
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　○太陽黒鮎も確かに極小期を過ぎたらしい・もはや，鴬緯辰の晶群が績々と爾牛球
に現は才して來る・槻測着も奮越すべき時である・○相知教の詐算式は，〔群の撒〕＋！0
×〔黒畏占総数〕である・○太陽課の報告は漸次花山ブレテンに學術的なものを移すごと
にしたい．先づブレテン第280號からの襲り方を御覧願ひたい・
　○翻測部員は柁山ブレテン麗…精讃すべし！u．
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彗 星 課

rg34年の彗星暴　今1934年中に近口黙へ再鰭する筈の彗星は次ぎの三つ

彗 星

Woユf

’ruttle－Giacobini

Encl〈e

1近日黒占通過豫定
1

　　2月28日

　　3　21

i　9　16

出 現1要
第　7回

第　3回

第30回

項

去1933年7月末饗見さる｛19，　33　e

軌道甚だ不確

甚だ有望 ！
◎3月30日，コペンノ・1ゲン來電によれば，南アフリカのジヨハネスバ｝グ天文墓のジ

ャクソン氏は去る3月27日21h　40．「n7（高臨時）に，下記の位置に一つの彗星を蛮見した・

　　　　　赤経　ユ3h　18・m2　　赤緯　一2ア。］0ノ　（ヒドラ星座）

　光臨は12等級であって，其の日々運動は，赤経一1m36s，赤緯一24！である・星像は

符號」グで以って示されて居る・即．ち，尾の記鎮なく，星霧歌を呈して居る．此の襲

見は本年最初の彗星の登見である・從って此の彗星は19・　34aと命名さるべきである・

ところが，五月下旬になって，1．A・U．のハガキ急報が到着し其才しによって此の彗

星は其の後の襯測によJl，全く新小遊星であることが明らかとなり，1934　FGと命名

された・從って今1934年は未だ一回も獲見彗星が無いわけである・

◎192511（Sehwassma丑n－Wachmann）i彗星の最近の二度二化

　此の罰期彗星の光度攣目に關しては饗見以來，世界注目の的となって居るが，最近

ヌ．々甚だしv・光度二化を示した．帥ち，1・A・U・CirCular　473によれば，去る3月lo日7

18等級であった此の彗星は，僅か舶の間に，即ち3月14日には一躍，光度13等になっ

たのである・現在・Ct　Leonis（Regulus）の南2，3度の所を北上中，軌道上｝（：於）・ては

其遠日黙附近にある・

◎Tuttle・Giacok｝ini　彗星

　今年鯖來する彗星の一つであって，其の近口鮎通過は3月中旬の三口であったが，未

だ乱れも智見しない．地球彗里間の距離は，刎下旬最も近くなった筈である・現在蛇

座の北端附近を北東に進行1二inであるから夜明前の星である・光度は段々減少して行く

から今後の叡測は四々不利となる・

鍵光星課黒馬　（15）

　　　　　　　　　　　　　小　　山　　秋　　雄

　四刀巾の槻測鍛は下皇ミの通りである・

れてるる・術新1（報告された金田氏の住所と使用器械は

　　金田弘倫　京都市大和大路四臣下ル三丁目

但し沓掛氏の槻測数には3刀Φのものが含ま

肉眼及12cm反射鏡
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槻　　　　　　測　　　　　　数
星　　　名 今　津

i吹田）
木邊
i滋賀）

加藤
i大阪）

西　村（京都） 沓　掛
i長野）

金　田
i京都）

笹部
i池田）

RW　　　Aur，

qS　　　Cnc．

qV　　　Cnc．

r　　　　CMi．

n　　　　Cet．

q　　　　Cor．

ﾅ　　　　Gem

r　　　　Geln

q　　　　Hya

t　　　　Hya

u　　　　Hアa

q　　　　工，eo

q　　　　I，Mi

q　　　　Lep

w　　　　Mon

t　　　　Mon

增@　　　（）r1

P31、　　　Ori

ﾏ　　　　Pcr

w　　　　Per

t　　　　UMa

rU　　　UMa

q　　　　Vir

一
一
一
一
一
4
一
一
1
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
｝

6
4
6
4
一
一
4
6
『
『
『
『
5
2
3
4
1
4
一
｝
『
4
2

一
一
一
一
｝
一
一
一
一
9
8
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
層
一
一
一

『
『
5
一
『
『
一
　
一
『
『
『
『
一
『
『
一
『
『
『
一
　
一
『
『

一
一
｝
一
4
｝
4
一
一
4
－
1
0
一
『
一
一
『
一
4
1
2
一
一

一
『
『
『
一
一
5
5
『
一
『
2
『
一
『
一
『
一
『
『
冒
　
　
『
｝
一

　　一

@　一

@　『

@　『

@　『

@　一

@　一

@　『
@　5
@　一　巳

@　『

@　一

@　『

@　一

@　『

@　『

@　『

@　『
堰@　　－

堰
Q
1
　
　
一
　
　
一
　
　
｝

一　　合　計　15 　　一
T5 17 5 29 12 5

△この星の中，RW　Aur・は急激な攣り方をナる特異な攣光星で，普遇の分類のどの型

にも入らない星・RV　Cnc，　sU　UM噌ま共i・こSS　Cyg・型に罵するらし）・星で7上の三

星は皆攣光星の研究上重要な星である・光が十一，十二等級と）・ふ淡さなので，一一su

の人にはむつかしいが10糎級の望遽境の使用者は是非襯測してほしv・・

△4月．號208頁に書v・た極大近v・攣光星巾報告のあったのは，上表の如く，SCMiが

4個・RHy：｝が6個・RLMiが5個，　R　Virが2個と）・ふ甚だ貧弱な数である，此

の號の現れる頃にはもう極大のすぎたものもあるだらうが，襯測ぜられたものは握り

つぶさずに是非報告していただきたい．

△今後，報告を受けた観測中の大多敷は花山天交豪のブレテンに載せる事となった・

△花山ブレテン第276號に金森丁壽氏のαCag．のすぐれた襯測が登表された，yCep型

槻測者は此の様々な根氣のよ）・観測をする必要がある・（以上）
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遊星面高報告

　遊星面課員の新設望遽鏡　　當課幹事木邊君は今回新望遠鏡を据付けた・詳細は別

稿の通．りだが，要約すれば，30cm』反射赤道儀，脚下時計付きのものである・鏡は

暫く26・皿使用・Fは230・mで，90×，150×，190×，250×，400×・450×，600×

を使用される．アイビ1スは，ケルナ1及オルソで，バτ朗レンズで旗大して400

×，600×を得る様になって居る・光學部は自作，器械部分は西村製，今後花山クッ

ク31c皿や，32．5cm反射，倉敷31．5Cm等と相待って種々の槻測に使用の筈・

　概況4月上旬は天候は一寸よかったが，中下旬は駄目，然し今木星の槻測には非常

に位置が好三門にある・10三級でも面白く見えるし，15Cm級の方は絶好の機會である

故奮起を待って居る・

　金星　曉で，見易）・が，案外何も見えないのと，朝と云ふ悪條件で成績がとぎれて

居る・沓掛氏が4月18，20日・木邊君が3月28日，4月2H，3日，7日に見て居るのみ，

どれも攣化は見て居な）・・見甲斐がなくとも，もっと見て欲しい・

　木星　國際天文同盟サ1キユラ1第貯2號により，ドイツのアマチュアiKutscher氏

が木星の表面に著しい斑黒占を引見しポツダムにてその斑黒占を80emの望遠鏡で槻測

された様子が報ぜられた・昨年土星の白斑事件で可なり世の注目を引いたので，其後

ポツダムで観測されたるthneより推算し，宮本，木骨雨君の襯測では特に目立つた

程のものは見られて居な）・・1ケ月以上も経て居るのだから，攣化の早い木星面の事だ

から淡れてしまったのかも知れない・

　猫ほ宮本君の言として，急報された・L南赤道帯の攣動に富んで居る「（花山急報85號）

云々は，3月中旬頃，大赤斑の西側30。位の所で，緯度は大町，大赤斑の南端位より少

し南位の所にボ1ルの様な目立つた黒占を認めたが，大赤斑の方が，ぐんぐん進んで

3月下旬（25日頃）には丁度之の南端と衝突？して，大赤斑に潤して相野強）・ヂイス

タ1バスンスを與へたのがよく目に付いた祥子で，其後今では大赤斑より絵程遅れて

しまって居るとの事である．叉大赤斑直後の帯の割れた所も，叉急報に記載された，

白斑も随分短時日に攣化して居る．叉木遊君が薪望遠鏡の階下の時に見た相當明瞭な

白斑もありして，兎角南赤道帯は攣化が甚だしい．朔北赤道箒は黒く細く，赤道の白

帯は此の頃丸は積暗く，）・つも南北爾赤道暗階の問には連壁する位の淡）’模様が出來

て居り，細かい帯も見える事が多い・又白斑は白虹中にも相當目立ってある様で注忘

すべき黒占が多）・・今木星を見て居るのは宮本君を主に木邊君がスケッチを取って居る

位で，観測の出來てない日が多）・ので，結果を恥ぢずにスケッチを受けたV・・御不審

黙のは課の方で出來る限り御答へする故御奮起を望む・（幹事記）


